
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
充実した夏休みに 

「考えて行動する力」を伸ばそう 

 

 １学期も残すところあと２日となりました。

長かった仮設校舎での生活も終りとなります。

この間、生徒の皆さんはもちろんですが、保

護者、地域の皆様にはご不便、ご心配をおか

けしたことと思います。また、区教育委員会

をはじめ関係機関の皆様には様々な点でご支

援をいただきましたこと、感謝申し上げます。 

ある先輩の校長先生から、仮設校舎は厳し

い環境だから生徒が落ち着かなくなると助言

されました。確かに仮設校舎の生活は季節に

よる寒暖の差が大きく、薄い石膏ボードの壁、

教室の軽いアルミの引き戸、大きな音や振動

が伝わる床（天井）など、生活環境として我

慢や気を遣うことが求められる空間です。 

廊下やトイレでふざけ合って壁にぶつかれ

ば簡単に穴が開き、感情的になってドアに八

つ当たりをすれば歪んでしまう。大声で騒い

だり物を落としたりすれば隣の教室や下の階

に響いて迷惑がかかる。狭い昇降口や手洗い

場で譲り合って靴を履いたり手を洗ったりす

ることなども含め、そうした相手への気遣い

や物を大切に扱うことは、どのような状況で

も当然のことです。しかし、機械化が進んだ

現在、意識する機会は少ないように感じます。 

技術の進歩により私たちの生活はより快適

になり便利になりました。例えばトイレの電

灯、新校舎ではスイッチがなく人感センサー

で自然に消灯します。確かに「省エネ」にな

り快適ですが、逆に自分から「省エネ」を意

識して行動する力、様々な状況下で考え行動

する力を低下させるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本来は人間が状況を考えて判断し、行動す

るべきところを、人間が考えた技術が先回り

してしまう。その結果、相手や状況に応じて

自ら考え行動することができない人間を育て

てしまってはいないでしょうか。ＳＮＳに関

連したいじめの問題や事件等も、実際にいじ

めている相手が目の前にいれば、加害者や傍

観者も違った言動をしていたかもしれません。

相手やその場の状況をもっと意識し考えてい

たら、起きないこともあるでしょう。 

日々、自分の行動について考えることが、

人を成長させ、社会に出るために必要な力、

社会性をも身に付けさせていくのです。 

開四中生の仮設校舎での日常生活や運動会、

校外学習に向けた取組等を見ていると、考え

て行動しているなと感じる場面がいくつもあ

りました。新校舎に移転しても、場や相手に

配慮し、「考えて行動する」という姿勢を大切

にしてほしいと思います。 

いよいよ４２日間の夏休みを迎えます。長

期の休みだからこそできることに挑戦すると

ともに、ボランティアで地域活動等に参加し、

さらに幅広く「考えて行動する」力を伸ばし

てください。始業式では成長した皆さんと再

会することを楽しみにしています。

開進第四中学校だより 

校 長 新 村 紀 昭  ～開拓・発展・完成～ 
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第３学年  修学旅行に向けて               学年主任   阿久津繁男 

３学年では、９月２５日～２７日の修学旅行に向けての準備を行っています。今回の修学旅行は、

目的地が「広島」・「京都」の２ヶ所で、訪問の目的がそれぞれの場所で異なります。そのため目的

地毎の事前学習を行っています。「広島」に関しては平和をテーマに、原爆またはそれに関係するこ

とおよび宿泊地である宮島について調べました。「京都」に関しては歴史・名所旧跡・文化遺産・等々

をテーマに調べ学習を行いました。班毎に１枚の模造紙にまとめました。「広島」に関してのまとめ

は２階３年生の教室前の廊下に掲示しています。ご来校の際にご覧頂きたいと思います。「京都」に

関してまとめたものは、新校舎に移ってから展示しようと思っています。  

現在は、２日目午後、３日目午前中の京都班別行動のコース作成を行っています。見学したい場

所を挙げ、その順路・移動方法を考えています。１９日（火）の保護者会では各班の訪問場所をお

示しすることができると思います。  

今回の修学旅行の取り組みでは、実行委員を公募しました。名乗りを上げてくれた人が全部で  

１３名、一生懸命に取り組んでくれています。実行委員を中心に、生徒みんなの力で素晴らしい修

学旅行になることを願っています。  

 

 

 

 

 

 

 

第２学年  横浜校外学習を終えて        学年主任 吉村康二 

横浜は開港１５０年という歴史だけでなく、近未来を想像させる場所でもあります。また中華街

など異文化のにおいも感じられるとても魅力的な都市です。私たち２年生は短時間ではありますが、

この街を探訪しました。今回の校外学習は学年目標でもある「自主自立」をテーマに「生徒が主体

的に活動して実施できること目標とする。『失敗は成功のもと。』失敗を恐れない。」を目標として実

施しました。このことはなかなか大変で時間と労力を必要とします。大人が手をさしのべれば短時

間でできることも、ずいぶん時間をかけやり直しを繰り返しながら活動しました。  

「しおり」の制作も実行委員を中心に、原稿の依頼からワープロを使っての執筆作業、印刷、製

本まで、できることは生徒が行いました。時間と紙を多少無駄にしましたが見事に完成させました。 

中華街での昼食は、資料やインターネットでお店を探し、内容を確認して予約するという、多く

の生徒にとって初めての経験でしたが、ある班はインターネットの検索から特別割引情報を発見、

一般では 3000 円のところ学生割引 50％Off、何と 1500 円で予算内ぎりぎりで豪華な料理を楽しめ

たようです。十分な下調べをすることは学習や知識を高めるだけでなく、「得をする。」ということ

も体験できたようです。 

私も実施中、何班かの生徒たちに会いましたが、普段の生活から解放され、自分たちだけの活動

を楽しんでいたように感じています。何事も経験、一度やってみることが自信につながります。今

回の体験を生かし、修学旅行がより充実したものになることを願っています。  

ここでエピソードを２つ紹介します。 

① Ａ組のある班はシーバス（港湾内小型船舶バス）の乗車場所を間違えて料金オーバー、最終見

学場所のマリンタワーの入館料が足りなくなってしまいました。途方に暮れていると、とあるご

婦人が不足分 900 円を出してくれて、みんなそろって見学することができました。 

② Ｂ組のある班は氷川丸にて、これもまたご婦人が株主優待券を３枚もくれて半額の料金で見学

できました。 

まだまだ日本人も捨てたものではないなと実感しました。教師としては「何か親切にされたら」

お礼をするだけでなく「名前と住所を聞いて、後ほどお礼の手紙などを出すんだよ」と言っておけ

ばよかったなぁ～、と思いました。  

   



 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 東京巡りを終えて         学年主任  上田  尊 
○スローガン「400 年タイムスリップ！昔の江戸を見に行こう！江戸六地蔵を見に行こう！」 

６月１６日（木）１年生最初の学年行事として、東京巡りの校外学習を行いました。  

第１学年の目標「貢献・信頼・協力」をキーワードに、日頃からクラス・学校などに「貢献してい

る生徒」から班長を推薦で選出し、校外学習の班を決めました。どの班長もクラスで選ばれた人。

責任感をもって班員をまとめてくれました。  

 今回のテーマは４００年前の東京、「江戸」を探しに行くこと。江戸時代に建立された江戸六地蔵

を見ながら様々な東京の仏閣や施設を巡りました。電車だけでの移動でしたが、電車を間違えたり、

班の人とはぐれたり、様々なトラブルがありましたが、それを乗り越えながら、しっかりと目的地

に到着することができました。日頃は「歴史」を意識することなく、町を歩いていますが、今回の

校外学習では意外と「江戸だ！」という場面をたくさんさがすことができていました。 

事後学習では、自分たちが見つけた江戸について、工夫しながら記事にして新聞作りを進めるこ

とができました。学年の廊下に掲示していますので、保護者の皆様、学校にいらした際には、ぜひ

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
Ｑ１ 私は学校に行くのが好きだ 

 １年生 ２年生 ３年生 

そう思う  ６９％ ４２％ ４２％ 

やや思う  ２７％ ４１％ ３６％ 

あまり思わない  ３％ １０％ １５％ 

思わない  １％ ７％ ７％ 

 

Ｑ２ 私は信頼できる友達がいる 

 １年生 ２年生 ３年生 

そう思う  ７９％ ６３％ ６８％ 

やや思う  １７％ ３４％ ２８％ 

あまり思わない  ３％ ３％ ４％ 

思わない  １％ １％ ０％ 

 

本校では誰もが気持ちよく学校生活を過ごせる

ように、年３回「心のアンケート」調査を実施して

います。この調査は、同時にいじめや学校不適応の

未然防止にも役立てるためのものです。 

昨年同時期の同調査と比較して見ると、２年生は

「学校に行くのが好きだ」が－1 ポイント、「信頼で 

   

 

Ｑ３ 私は思っていることが言える 

 １年生 ２年生 ３年生 

そう思う  ４９％ ３７％ ４５％ 

やや思う  ３９％ ４４％ ３７％ 

あまり思わない  １１％ １７％ １４％ 

思わない  １％ １％ ４％ 

 

心のアンケートの結果 

  

中華街チェックポイント          三菱みなとみらい技術館        インタビューした外国の方と  

清洲白河 霊巌寺の地蔵        上野 下町風俗資料館          巣鴨 江戸六地蔵前にて 

学校だより７月号－２ 



 

きる友達の存在」が＋２ポイントで、「思いが言える」は＋４ポイントでした。また、３年生は「学

校に行くのが好きだ」が＋２ポイント「信頼できる友達の存在」が＋４ポイントで、「思いが言える」

は＋１ポイントでした。学年進行により「学校に行くのが好きだ」と感じる生徒が減っているのは

残念ですが、自分の思いを伝えることができる生徒が増えたことは、コミュニケーション能力を高

め相互理解を深めるためには大切なことであり、相談活動等も大切にしたいと考えます。今後もこ

うした調査結果を活用しながら指導してまいりますので、ご理解ご協力をお願いします。 

ＳＮＳ 開四中ルールについて                  生徒会本部 

 生徒会本部では、練馬区ルールを受けて全校生徒対象の携帯電話の利用実態調査を実施するとと

もに、開四中生に必要なＳＮＳルールについて学級会等で話し合ってもらい「ＳＮＳ開四中ルール」

の原案を作成しました。また、携帯電話等は自宅での利用がほとんどであるため、保護者代表とし

てＰＴＡ役員の方々とも原案についての意見交換を行って最終案をまとめ、７月１１日（月）生徒

会朝礼で発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット上のコミュニケーションの特性として次のことが言われています。  

①ネットへの書き込みやアップロードした写真等は、世界中の人がいつでも見ることができる。  

②一度出回った情報は絶対に消せない。また、調べれば誰の情報か分かる仕組みになっている。

自分の将来を傷つけてしまわないか常に考えて発信する必要がある。  

③ネット上には誰でも書き込めるので、その情報をそのまま信じない。  

④面と向かって言えないことは書かない。ネット上のコミュニケーションは顔が見えないため、

誤解が生じやすい。          （出典：SNS 東京ノートⅢ 東京都教育委員会） 

携帯電話やスマートフォン、ＳＮＳは便利な道具ですが、使い方によっては自分や友達の将来

を台無しにしてしまいます。開四中生の意見を元に策定した「ＳＮＳ開四中ルール」を意識して

守るとともに、各家庭においても家庭におけるルール作りについて話し合いをお願いします。 

 

 

 

 

＜ＳＮＳ開四中ルール＞ 

○フィルタリングをして危険なサイトに入らない  

○個人情報が特定される写真や文を投稿しない 

○インターネット上で悪口を書かない  

○夜の１０時以降は基本的に携帯電話、パソコンを使わない   

PTA 本部役員との意見交換会 

☆部活動大会結果 健闘しました！！ 

 ◎野球部 練馬区総合体育大会 開四中４－０大泉西 開四中２－９石神井 

◎サッカー部 練馬区総合体育大会 開四０－５大泉 開四３－１石神西 開四０－１石神東 

◎陸上部 第 67 回地域別陸上競技大会  

男子共通四種競技 第６位(1817)米山 真矢 第９位(1392)菅野 裕斗 

    第 69 回都大会兼第 55 回都総合体育大会 男子１年走幅跳 第５位(5.03M)鈴木 響 

◎女子バレーボール部 練馬区総合体育大会 優勝 

        準決勝：開四中２－０大泉北 決勝：開四中２－０豊玉二中  

第３ブロック中学校バレーボール夏季大会 ベスト４ 都大会出場決定！ 

開四中２－０南中野 開四中２－０國學院久我山 開四中２－０中野五中 

◎剣道部 第３ブロック中学校夏季剣道大会 団体戦 男子・女子…１回戦敗退   

個人戦＜男子＞3 回戦敗退 梁本晶大（ベスト８）＜女子＞3 回戦敗退 大目理乃（ベスト８） 

 ◎男女バスケットボール部 夏季総合体育大会 

 ＜男子＞ 開四中４８－７１大泉北 ＜女子＞ 開四中３３―６３練馬中 

 ◎バドミントン部 練馬区総合体育大会 

団体戦＜男子＞開四中 石神井中＜女子＞開四中２―０開二中・開四中１－２石神井南 

ダブルス＜男子＞橘俊太・木羽翔組ベスト 16 ＜女子＞秋場南実・野島詩織組ベスト８ 

個人戦 ＜女子＞藤野柚里ベスト８ 平井海ベスト１６ 

７月１９日（月）は１学期最後の保護者会です。都合のつく方は当日参加でも結構です。ご参加ください！ 


